いくらスカラビにもどろうと言っても、頑としてうなずかないジェフ。
「それじやあ、少し歩いてみるけど、これ以上悪くなったらすぐもどるからね、いいかい?」
ばくのこの言葉で、ようやくジェフは納得した。
〓yにチェックをして…2
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スターマンは、すばやい動きでビーム攻撃をしかけてきた。ビームは狙い過またず、ぽく
の太ももに!(HPマイナス5)でも、こんなことでへこたれてはいられない。
「みんな、頼む!」
ぼくの叫びで、ポーラたちもはっと我に返る。ぼくらはそれぞれの武器を手にスターマン
に挑みかかった。夢中で攻撃を続けると、スターマンは意外にあっけなく消えさった。
●Kにチェックがあれば21ヘ●なければ190ヘ
144
ジェフ、お願い……頑張って!ぼくは祈るような思いで、ジェフの口にいのちのうどん
を運んだ。しばらくすると、彼は意識を取りもどした。
「ん……あ、ああ。ボクはいったいどうしてたんだ……」

